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は
じ
め
に

奈
良
・
西
大
寺
が
所
蔵
す
る
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
（
1
）（

口
絵
1
・
図
1
）
は
、
宮

殿
形
あ
る
い
は
燈
籠
形
（
2
）と
も
呼
ば
れ
る
独
特
の
形
状
を
し
た
舎
利
容
器
で
、
中

世
の
舎
利
荘
厳
美
術
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
精
緻
な
透
彫
装
飾
や
三

層
構
造
と
な
る
舎
利
の
納
入
方
法
、
金
銅
製
塔
鋺
形
合
子
の
蓋
上
に
小
型
の
坐

仏
像
を
安
置
す
る
点
な
ど
わ
が
国
に
現
存
す
る
舎
利
容
器
の
中
で
も
特
徴
的
な

形
式
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
四
月
二
十
三
日
か

ら
六
月
十
九
日
に
か
け
て
、
特
別
展
「
大
安
寺
の
す
べ
て
―
天
平
の
み
ほ
と
け

と
祈
り
―
」
を
開
催
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
以
前
の
修
理
時
に
見
出
さ
れ

た
墨
書
銘
に
よ
っ
て
か
つ
て
大
安
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
本
舎
利
容

器
も
本
展
に
出
品
さ
れ
、
中
世
の
金
工
技
術
の
粋
を
尽
く
し
た
表
現
は
多
く
の

来
館
者
の
視
線
を
集
め
た
。
筆
者
は
、
展
覧
会
の
事
前
調
査
の
際
に
本
品
の
内

部
構
造
を
確
認
す
る
な
か
で
、
一
部
の
部
材
の
作
風
が
他
と
は
異
な
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
そ
れ
は
本
品
の
身
内
部
で
金
銅
製
塔
鋺
形
合
子
を
の
せ
る
銀
製
の

蓮
華
座
（
以
下
、
蓮
華
形
銀
器
と
い
う
）
で
あ
る
。

本
舎
利
容
器
を
め
ぐ
っ
て
は
、
以
前
よ
り
諸
先
学
に
よ
る
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
が
（
3
）、
蓮
華
形
銀
器
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
舎
利
容
器
の
構
造
を
改
め
て
確
認
し

た
う
え
で
、
蓮
華
形
銀
器
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一

金
銅
透
彫
舎
利
容
器
に
つ
い
て

（
一
）
形
状
と
技
法

ま
ず
、
本
舎
利
容
器
の
基
本
デ
ー
タ
を
掲
げ
る
。

―
作
品
研
究
―

西
大
寺
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
の
蓮
華
形
銀
器
に
つ
い
て

伊

藤

旭

人

図1 金銅透彫舎利容器 奈良・西大寺
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総
高
三
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
金
銅
製
金
具
を
取
り
付
け
た
木
製
黒
漆

塗
の
基
壇
に
二
重
の
金
銅
製
基
壇
を
重
ね
る
。
基
壇
は
い
ず
れ
も
六
花
形
、
身

部
は
円
筒
形
で
、
基
壇
か
ら
伸
び
る
柱
に
よ
っ
て
身
部
は
六
面
に
区
切
ら
れ
る
。

各
面
と
も
柱
間
は
梁
を
渡
し
て
四
段
と
し
、
最
下
段
に
は
格
狭
間
を
透
か
し
て
、

別
製
の
獅
子
あ
る
い
は
牡
丹
を
高
肉
彫
し
た
金
具
で
飾
る
。
こ
の
飾
金
具
の
背

面
に
は
�
が
あ
り
、
格
狭
間
に
開
け
た
孔
に
差
し
込
み
、
か
し
め
る
こ
と
で
固

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
段
は
上
下
に
二
分
さ
れ
、
下
は
文
様
を
透
彫
、
鋤
彫
し

た
羽
目
板
を
嵌
め
て
、
上
は
高
欄
を
つ
け
る
。
透
彫
文
様
の
羽
目
板
は
一
面
ご

と
に
意
匠
を
変
え
て
お
り
、
宝
珠
を
捧
げ
持
つ
龍
・
唐
草
文
・
牡
丹
唐
草
文
・

菊
唐
草
文
・
蓮
華
唐
草
文
・
竜
胆
唐
草
文
の
六
種
が
嵌
め
ら
れ
る
。
上
方
か
ら

金
銅
製
金
具
や
極
小
の
ガ
ラ
ス
玉
を
連
ね
た
垂
飾
を
下
げ
て
い
る
。
最
上
段
は

唐
草
文
を
透
彫
し
た
羽
目
板
で
飾
ら
れ
る
。
屋
蓋
は
六
方
に
猪
目
を
透
か
し
た

六
花
形
で
、
吹
き
返
し
は
花
弁
形
と
な
る
。
軒
下
か
ら
蕨
手
を
伸
ば
し
、
風
鐸

を
下
げ
て
い
る
。
風
鐸
の
舌
に
も
極
小
の
ガ
ラ
ス
玉
を
連
ね
た
も
の
を
取
り
付

け
て
い
る
。
屋
蓋
の
上
面
は
同
心
円
状
に
紐
帯
を
巡
ら
せ
て
四
区
に
分
け
、
頂

上
に
は
蓮
台
に
の
る
火
焔
宝
珠
（
宝
珠
は
水
晶
製
）
を
奉
安
す
る
。
そ
の
外
側
の

区
画
は
魚
々
子
地
に
日
輪
・
三
日
月
・
剣
を
呑
み
込
も
う
と
す
る
龍
・
瓶
を
傾

け
る
龍
の
四
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
四
方
に
表
現
し
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
区
画

は
伸
び
や
か
な
蓮
華
唐
草
文
を
、
六
方
の
吹
き
返
し
は
い
ず
れ
も
左
右
対
称
の

蓮
華
唐
草
文
が
表
現
さ
れ
る
。
な
お
、
最
近
の
調
査
に
よ
り
、
火
焔
宝
珠
を
奉

安
す
る
頂
部
の
み
鍍
銀
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

身
内
部
に
は
円
形
の
框
座
が
あ
り
、
そ
の
上
に
三
本
の
獣
脚
を
つ
け
た
蓮
華

形
銀
器
（
後
述
）
が
の
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
金
銅
製
塔
鋺
形
合
子
を
の
せ
る
構

造
で
あ
る
。
合
子
は
轆
轤
引
き
で
仕
上
げ
、
胴
部
中
央
で
合
口
と
す
る
。
合
子

の
蓋
上
に
は
智
拳
印
を
結
ぶ
如
来
（
大
日
如
来
も
し
く
は
一
字
金
輪
）
が
坐
し
、
そ

の
上
に
三
重
相
輪
形
を
配
し
た
天
蓋
を
の
せ
て
い
る
。
合
子
の
内
部
に
は
舎
利

を
納
め
る
金
銅
製
蓮
華
形
舎
利
容
器
が
奉
安
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
別
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

円
形
の
框
座
と
獣
脚
、
獣
脚
と
蓮
華
形
銀
器
は
そ
れ
ぞ
れ
鋲
留
め
と
し
、
ま

た
蓮
華
形
銀
器
と
合
子
は
、
蓮
華
形
銀
器
の
蓮
肉
部
分
に
嵌
め
た
別
材
と
合
子

の
脚
部
を
鋲
留
め
し
て
接
合
し
て
い
る
。

（
二
）
伝
来

本
舎
利
容
器
は
従
来
、
叡
尊
が
寺
内
に
お
い
て
感
得
し
た
舎
利
を
祀
っ
た
も

の
と
い
う
寺
伝
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
叡
尊
に
関
係
す
る
遺
品
と
し
て
考
え
ら

れ
て
き
た
。

し
か
し
、
以
前
の
修
理
時
に
木
製
基
壇
と
金
銅
製
基
壇
の
間
に
嵌
め
込
ま
れ

て
い
た
補
填
材
に
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
た
。
す
で
に
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
左
記
に
掲
げ
て
お
く
。

大
安
寺
舎
利
殿

文
明
三
年
〈
辛
／
卯
〉
十
二
月
廿
六
日
奉
修
理
之
了

住
持
沙
門
恩
澄

奉
行
�
筭

一
﨟
圓
海

餝
師
京
圓
阿
彌

并
悲
母
吉
次

次
郎
左
衛
門

権
大
工
平
四
郎

こ
の
銘
文
に
よ
り
、
本
舎
利
容
器
は
か
つ
て
大
安
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
に
修
理
が
完
了
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
時
に
行
わ
れ
た
修
理
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
、

2
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金
銅
製
の
本
体
の
根
幹
に
及
ぶ
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
屋
蓋
か
ら
垂
下
す
る

瓔
珞
の
補
修
や
基
壇
の
補
強
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
4
）。

ち
な
み
に
銘
文
中
の
「
大
安
寺
舎
利
殿
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
二
つ
の
解
釈

が
な
さ
れ
て
お
り
、
意
見
の
合
致
を
見
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
舎
利
容
器

の
名
称
が
「
大
安
寺
舎
利
殿
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
（
5
）と
本
舎
利
容
器
が
大
安

寺
舎
利
殿
に
伝
来
し
た
と
す
る
見
方
（
6
）で
あ
る
。
解
釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、「
大
安
寺
舎
利
殿
」
が
後
者
の
所
在
を
意
味
す
る
場
合
、
や
や
唐
突
の
感

が
免
れ
な
い
。
前
者
の
名
称
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、「
大
安
寺
舎
利
殿
」
と
呼
ば

れ
る
本
舎
利
容
器
が
文
明
三
年
に
修
理
さ
れ
た
と
読
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
本
舎
利
容
器
が
屋
蓋
の
あ
る
宮
殿
形
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

筆
者
は
前
者
の
解
釈
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

「
大
安
寺
舎
利
殿
」
こ
と
本
舎
利
容
器
に
納
め
ら
れ
る
舎
利
に
つ
い
て
、
関

根
俊
一
氏
は
塔
鋺
形
合
子
に
納
入
す
る
点
に
注
目
さ
れ
、
大
安
寺
に
住
し
た
菩

提
僊
那
請
来
の
舎
利
を
奉
籠
す
る
た
め
に
奈
良
時
代
に
盛
行
し
た
形
式
を
踏
襲

す
る
と
い
う
復
古
的
な
性
格
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。『
東

大
寺
要
録
』
巻
第
二
「
供
養
章
第
三

開
眼
師
伝
来
事

元
興
寺
小
塔
院
師
資

相
承
記
」
に
よ
る
と
、
菩
提
僊
那
は
鍮
石
香
炉
や
菩
提
子
念
珠
、
多
羅
葉
梵
字

な
ど
と
と
も
に
「
仏
舎
利
二
千
粒
」
を
請
来
し
た
。
こ
の
舎
利
は
天
皇
に
献
納

さ
れ
た
後
分
配
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
元
興
寺
小
塔
院
に
奉
置
さ
れ
た
と
い
う
。

二

蓮
華
形
銀
器

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
品
の
身
内
部
に
は
三
脚
を
つ
け
た
蓮
華
座
上
に
舎
利

を
納
め
る
塔
鋺
形
合
子
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
舎
利
容
器
の
本
体
は
金
銅
製

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
子
を
の
せ
る
蓮
華
座
の
み
銀
製
（
7
）と
み
ら
れ
、
ま

た
透
彫
文
様
の
羽
目
板
や
屋
蓋
に
見
ら
れ
る
蓮
華
の
形
式
と
は
作
風
を
異
に
し

て
い
る
。

従
来
、
こ
の
蓮
華
形
銀
器
に
つ
い
て
は
「
銀
板
か
ぶ
せ
」
や
「
銀
板
貼
り
」

の
蓮
華
座
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
詳
細
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
関
根
俊
一
氏
は
、
本
舎
利
容
器
に
つ
い
て
の
論
考
の
な
か
で
蓮
華

形
銀
器
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
関
根
氏
は
、
銀
板
で
覆
っ
た
蓮
華
座
は
仏
に

叶
う
仏
舎
利
を
丁
重
に
扱
う
た
め
の
造
作
と
考
え
て
よ
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
8
）、

後
述
す
る
よ
う
に
か
な
り
特
殊
な
形
状
、
作
風
が
看
取
さ
れ
、
単
に
造
作
の
一

部
と
す
る
に
は
疑
念
が
残
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
蓮
華
形
銀
器
は
単
に
「
銀
板

を
貼
っ
た
蓮
華
座
」
で
は
な
く
、「
銀
製
の
蓮
華
座
」
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蓮
華
形
銀
器
は
六
面
の
羽
目
板
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

外
観
の
全
容
を
う
か
が
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
三
本
の
獣
脚
に
よ
っ
て

円
形
の
框
座
と
鋲
留
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
取
り
出
す
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
内
部
構
造
を
詳
細
に
撮
影
で
き
る
光
学
調
査
（
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
撮
影
）
を
実
施
し
た
（
図
2
〜
7
（
9
））。

本
章
で
は
、
光
学
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
て
、
蓮
華
形
銀

器
本
体
の
構
造
と
作
風
に
着
目
し
、
類
例
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
制
作
時
期

を
推
定
し
た
い
。
次
に
、
本
舎
利
容
器
と
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加

え
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

（
一
）
概
要

①
法
量
（
10
）

最
大
幅

八
・
〇
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

さ

一
・
六
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高
台
高

〇
・
四
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

3 ���� 25 (2023)
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図2 透彫舎利容器 身内部（断面）（Ｘ線CT画像）

図4 蓮華形銀器 側面（Ｘ線CT画像）

図6 同 斜め下から見上げる（Ｘ線CT画像）図7 身内部における蓮華形銀器 断面（Ｘ線CT画像）

図5 同 俯瞰（Ｘ線CT画像）

図3 同右 断面（Ｘ線CT画像）
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高
台
径

五
・
四
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

②
形
状
と
技
法

蓮
華
形
銀
器
は
花
弁
（
図
8
）
を
単
弁
十
八
葉
で
表
し
、
底
部
に
は
低
い
高
台

を
有
す
る
皿
状
の
器
物
で
あ
る
。
蓮
弁
は
立
体
的
な
膨
ら
み
を
も
っ
て
外
側
へ

大
き
く
張
り
出
し
て
、
各
弁
に
は
中
央
に
宝
相
華
文
を
表
し
、
そ
の
周
囲
は
外

側
に
向
か
っ
て
放
射
状
に
弁
脈
を
表
し
て
い
る
。
宝
相
華
文
と
弁
脈
の
間
地
は
、

魚
々
子
と
み
ら
れ
る
小
円
文
で
埋
め
て
い
る
。
底
部
に
は
円
形
の
低
い
高
台
を

つ
け
、
高
台
の
内
側
の
三
箇
所
に
獣
脚
を
鋲
留
め
し
て
い
る
。
現
状
、
表
面
は

黒
色
化
し
て
お
り
、
各
蓮
弁
の
間
に
は
鍍
金
と
み
ら
れ
る
彩
色
が
確
認
で
き
る
。

本
銀
器
の
口
径
部
分
を
見
る
と
非
常
に
薄
作
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
ベ

ー
ス
は
鍛
造
製
と
み
て
間
違
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
「
銀
板
か
ぶ
せ
」
や
「
銀
板
貼
り
」
と
さ
れ
て
き
た

蓮
華
形
銀
器
は
、
今
回
実
施
し
た
光
学
調
査
に
よ
っ
て
表
面
に
銀
板
を
貼
る
の

で
は
な
く
、
鍛
造
製
の
銀
器
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
に
の
せ
る
塔
鋺
形
合
子
は
、
蓮
華
形
銀
器
の
口
縁
部
に
噛
ま
せ
た
円
形
板
に

鋲
留
め
し
て
接
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
7
）。

（
二
）
作
風
上
の
特
色

本
銀
器
に
見
ら
れ
る
蓮
弁
（
花
弁
文
）
は
蓮
弁
中
に
宝
相
華
文
を
立
体
的
に

表
し
、
弁
脈
を
外
側
に
向
か
っ
て
放
射
状
に
線
刻
す
る
点
な
ど
非
常
に
緻
密
な

作
風
が
見
て
取
れ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
本
舎
利
容
器
に
は
、
身
内
部
の
塔
鋺
形
合
子
に
納
め
ら
れ

た
蓮
華
形
舎
利
容
器
や
屋
蓋
の
頂
部
に
奉
安
さ
れ
る
火
焔
宝
珠
が
の
る
蓮
台
、

さ
ら
に
は
屋
蓋
の
上
面
に
表
さ
れ
た
蓮
華
唐
草
文
な
ど
数
箇
所
に
お
い
て
蓮
華

あ
る
い
は
蓮
台
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
各
蓮
弁
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
頂
部
に
集
約
す
る
よ
う
な
弁
脈
を
刻
ん
で
お
り
、
蓮
華
形
銀
器
と
は

表
現
の
統
一
が
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
本
舎
利
容
器
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、

部
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
蓮
華
形
銀
器
は
敢
え
て
本
体
と
は
表
現
を
変
え
て
制
作

さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
作
品
（
あ
る
い
は
作
品
の
一
部
）
を
流
用
し
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
蓮
華
形
銀
器
に
見
ら
れ
る
蓮
弁
表
現
は
わ
が
国
に
現
存
す
る
蓮

華
座
（
仏
像
や
舎
利
容
器
を
の
せ
る
台
座
）
や
花
弁
文
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
蓮
弁
表
現
は
、
中
国
・
唐
代
（
八
〜
九
世
紀
）
の
遺
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
た
金
銀
器
に
よ
く
見
ら
れ
る
花
弁
形
の
装
飾
と
近
い
印
象
が
あ

る
。い

く
つ
か
代
表
的
作
例
を
掲
げ
る
と
、
中
国
・
法
門
寺
塔
基
地
宮
後
室
出
土

図9 正倉院宝物・螺鈿紫檀阮
咸 花文の書き起こし

図8 蓮華形銀器 蓮弁部分

図10 蓮弁の弁脈が尖端に向かっ
て集まる形式の例

（写真は奈良国立博物館所蔵
愛染明王坐像〔鎌倉時代 建長
8年（1256）〕台座 部分）
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の
�
金
十
字
三
鈷
杵
紋
銀
閼
伽
瓶
（
11
）の
身
下
部
と
高
台
に
は
先
述
し
た
特
徴
を
も

つ
蓮
弁
帯
を
巡
ら
せ
て
お
り
、
同
・
何
家
村
出
土
の
�
金
鏨
花
銀
蓋
碗
（
12
）に
は
放

射
状
に
弁
脈
が
広
が
る
花
弁
に
蘂
を
有
す
る
花
弁
形
を
線
刻
し
て
い
る
。
唐
代

の
金
銀
器
に
見
ら
れ
る
文
様
に
つ
い
て
は
冉
万
里
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
氏

に
よ
れ
ば
こ
の
種
の
花
弁
文
は
唐
代
の
金
銀
器
の
装
飾
文
様
と
し
て
よ
く
採
用

さ
れ
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
13
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
種
の
花
弁
文
（
蓮
弁
表
現
）
は
金
銀
器
に
限
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
に
散
見
さ
れ
る
。

八
世
紀
の
制
作
と
さ
れ
る
正
倉
院
宝
物
・
螺
鈿
紫
檀
五
絃
琵
琶
﹇
北
倉
二

九
﹈
や
螺
鈿
紫
檀
阮
咸
﹇
北
倉
三
〇
﹈
に
は
、
蓮
華
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
も

の
の
、
螺
鈿
で
花
文
（
た
だ
し
一
部
は
明
治
時
代
の
新
補
）
を
表
し
て
い
る
が
、
ど

ち
ら
の
宝
物
も
花
弁
の
縁
に
は
外
向
き
の
弁
脈
を
線
刻
し
て
い
る
（
図
9
）。

ま
た
、
少
し
時
代
が
下
る
が
、
京
都
・
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
台
座
を
例

に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
の
台
座
は
、
反
花
上
に
仰
蓮

を
重
ね
た
も
の
で
、
仰
蓮
に
は
截
金
に
よ
っ
て
外
側
に
向
か
う
弁
脈
を
表
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
奥
健
夫
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
り
、
切
金
線
に
よ

る
弁
脈
が
弁
の
根
元
か
ら
縁
に
向
か
っ
て
ゆ
る
く
放
射
状
に
開
い
て
い
く
形
式

は
、
平
安
末
期
以
降
に
現
れ
鎌
倉
時
代
に
一
般
化
す
る
尖
端
に
向
か
い
弁
脈
が

集
ま
る
形
式
（
図
10
）
よ
り
古
い
と
し
て
い
る
（
14
）。

こ
の
よ
う
に
蓮
華
形
銀
器
に
見
ら
れ
る
蓮
弁
、
す
な
わ
ち
蓮
弁
中
に
宝
相
華

文
を
表
し
、
外
側
に
向
か
っ
て
弁
脈
を
表
す
蓮
弁
表
現
は
、
中
国
・
唐
代
の
金

銀
器
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
ま
た
同
時
期
の
制
作
と
さ
れ
る
工
芸
品
に
も

同
形
の
表
現
が
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
本
舎
利
容
器
に
使
用
さ
れ
る
蓮
華
形

銀
器
は
、
中
国
で
制
作
さ
れ
た
も
の
が
日
本
へ
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
制
作
時
期

本
舎
利
容
器
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
銘
を
有
す

る
奈
良
・
海
龍
王
寺
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
と
の
技
法
や
表
現
の
類
似
性
か
ら

十
三
世
紀
後
半
と
す
る
見
解
と
、
そ
れ
よ
り
も
下
る
十
四
世
紀
と
す
る
見
解
（
15
）に

分
か
れ
て
い
る
。
近
年
、
酒
井
元
樹
氏
に
よ
り
、
本
舎
利
容
器
に
み
ら
れ
る
飾

金
具
の
作
風
が
十
四
世
紀
の
刀
装
具
や
調
度
品
に
用
い
ら
れ
る
飾
金
具
に
近
い

と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
、
本
舎
利
容
器
に
関
す
る
研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
（
16
）。

酒
井
氏
の
論
考
で
は
、
屋
蓋
上
面
や
六
面
の
羽
目
板
の
装
飾
文
様
に
主
眼
を
置

い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
蓮
華
形
銀
器
に
視
点
を
当
て
て
考
察

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
蓮
華
形
銀
器
は
舎
利
容

器
本
体
と
は
様
式
、
作
風
を
異
に
し
て
お
り
、
制
作
時
期
を
分
け
て
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
蓮
華
形
銀
器
の
制
作
時
期
は
い
つ
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蓮
華
形
銀
器
の
様
式
や
作
風
は
唐
代
の
金
銀
器
に

見
ら
れ
る
花
弁
文
と
近
似
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
細
部
の
表
現

に
着
目
す
る
と
、
作
風
上
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

一
つ
目
は
、
蓮
弁
の
各
頂
部
に
僅
か
な
凹
み
を
つ
け
て
い
る
点
で
あ
る
（
図

8
）。
先
に
掲
げ
た
唐
代
の
金
銀
器
や
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
遺
品
の
な
か
で

こ
の
よ
う
な
凹
み
を
つ
け
る
作
例
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
花
弁
の
頂
部
に
凹
み

を
つ
け
た
作
例
に
は
、
中
国
・
長
干
寺
址
出
土
の
金
銀
器
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
長
干
寺
址
は
南
京
市
の
市
街
地
に
位
置
し
、
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇

一
一
）
の
年
紀
を
有
す
る
高
さ
一
一
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
大
な
阿

育
王
塔
を
は
じ
め
、
同
時
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
金
銀
器
が
複
数
出
土
し
て
い

る
。
出
土
し
た
金
銀
器
の
中
に
は
蓮
華
形
銀
器
と
蓮
弁
表
現
が
酷
似
す
る
も
の

が
あ
る
。

6
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ま
ず
、
銀
椁
（
図
11
・
12
）
は
、
蓮
弁
や
宝
相
華
文
で
豪
華
に
装
飾
さ
れ
た
宣

字
座
状
の
台
座
に
銀
製
の
箱
型
容
器
を
の
せ
た
品
で
あ
る
。
宣
字
座
状
の
台
座

を
飾
る
蓮
弁
文
様
を
見
る
と
、
逆
Ｕ
字
形
の
花
弁
の
中
に
は
宝
相
華
文
が
あ
り
、

そ
の
周
囲
は
外
側
に
向
か
っ
て
弁
脈
を
刻
ん
で
い
る
。
各
弁
の
頂
部
に
凹
み
を

つ
け
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
各
弁
の
間
地
に
少
し
凹
凸
が
見
ら
れ
る
点

も
蓮
華
形
銀
器
と
か
な
り
近
い
も
の
が
あ
る
。

�
金
蓮
花
宝
子
香
炉
（
図
13
・
14
）
に
も
同
様
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

香
炉
は
蓮
華
形
柄
香
炉
の
遺
品
で
、
柄
の
先
端
が
蓮
茎
状
に
分
か
れ
て
、
蓮
華

（
火
炉
）、
荷
葉
（
台
脚
）、
さ
ら
に
蓮
華
座
に
坐
す
化
仏
、
未
敷
蓮
華
を
伸
ば
し

て
い
る
。
柄
端
は
開
敷
蓮
華
を
つ
け
て
鎮
子
と
し
て
い
る
。
火
炉
に
表
さ
れ
た

蓮
弁
装
飾
を
見
る
と
、
先
に
見
た
銀
椁
よ
り
表
面
の
張
り
が
抑
え
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
ほ
ぼ
同
形
の
蓮
弁
を
表
し
て
い
る
。
同
様
の
表
現
は
�
金
銀
浄
瓶
の

高
台
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
時
代
の
蓮
弁
表
現
の
特
色
を
表
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
蓮
華
形
柄
香
炉
は
中
国
・
宋
代
に
源
流
が
求
め
ら
れ

る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
17
）、
先
に
掲
げ
た
作
例
の
ほ
か
、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物

院
所
蔵
の
蓮
華
形
柄
香
炉
〔
宋
代
（
十
〜
十
三
世
紀
）〕
や
韓
国
・
国
立
中
央
博

物
館
所
蔵
の
蓮
華
形
柄
香
炉
〔
北
宋
代

熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）〕
な
ど
の
遺

品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
麗
期
に
制
作
さ
れ
た
仏
画
中
の
羅
漢
像
が
蓮

華
形
柄
香
炉
を
捧
持
す
る
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
蓮
弁
表
現
に
見
ら
れ
る
形
式
化
で
あ
る
。
唐
代
の
金
銀
器
に
表

さ
れ
た
花
弁
文
（
蓮
弁
表
現
）
は
非
常
に
柔
和
な
作
風
で
、
尚
且
つ
均
整
の
と
れ

た
文
様
配
置
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
蓮
華
形
銀
器
で
は
、
高
肉
彫

を
彷
彿
と
さ
せ
る
立
体
感
の
あ
る
宝
相
華
文
を
表
す
点
や
弁
脈
の
線
刻
に
粗
さ

が
見
ら
れ
る
点
な
ど
唐
代
の
装
飾
技
法
と
は
異
な
っ
た
作
風
を
示
し
て
い
る
。

蓮
華
形
銀
器
に
お
け
る
蓮
弁
の
各
頂
部
に
僅
か
な
凹
み
を
つ
け
る
表
現
は
、

お
そ
ら
く
蓮
弁
の
先
端
が
反
り
返
る
に
あ
た
っ
て
頂
部
が
僅
か
に
下
が
っ
た
時

の
姿
を
形
式
的
に
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
述

べ
た
銀
椁
や
�
金
蓮
花
宝
子
香
炉
の
蓮
弁
表
現
を
見
れ
ば
、
こ
の
技
法
の
意
味

図11 銀椁 中国・南京市博物館

図12 同 部分

図13 �金蓮花宝子香炉 中国・南京市博物館

図14 同 火炉底部
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を
解
釈
で
き
よ
う
。
楕
円
形

の
鏨
を
打
ち
込
み
凹
ま
せ
る

こ
と
で
、
蓮
弁
の
頂
部
の
反

り
返
り
を
具
現
化
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
蓮
華
形
銀
器
に
認

め
ら
れ
る
同
様
の
表
現
も
同

じ
意
図
に
よ
る
所
作
と
み
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蓮
華
形
銀

器
の
作
風
や
細
部
の
意
匠
は
、

中
国
・
長
干
寺
址
出
土
の
金

銀
器
と
か
な
り
近
い
特
徴
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
蓮
華
形
銀
器
が
長
干

寺
ゆ
か
り
の
遺
品
で
あ
る
か

現
段
階
で
は
全
く
不
明
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
両
者
の
作
風
の
近
似
、

す
な
わ
ち
制
作
時
期
や
制
作

環
境
の
近
さ
は
首
肯
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
本
舎
利
容
器
の

一
部
材
で
あ
る
蓮
華
形
銀
器

が
、
熱
心
な
阿
育
王
舎
利
信

仰
ゆ
か
り
の
地
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
非
常

に
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
は
更
な
る
考
察
を

経
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
問
題
提
起
を
す
る
に
留
め
て
お
く
。

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
の
身
内
部
で
塔
鋺
形
合
子
を
の
せ
る

蓮
華
座
に
つ
い
て
様
式
、
作
風
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
、
蓮
華
形

銀
器
に
つ
い
て
は
「
銀
板
か
ぶ
せ
」
あ
る
い
は
「
銀
板
貼
り
」
の
蓮
華
座
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
品
を
単
体
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
蓮
華
形
銀
器
に
認
め
ら
れ
る
様
式
や
作
風
は
、
中

国
・
北
宋
代
の
遺
品
、
な
か
で
も
長
干
寺
址
出
土
の
金
銀
器
と
極
め
て
近
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
本
舎
利
容
器
は
、
中
国
か
ら
請
来
さ
れ
た
珍
貴
な

品
を
取
り
入
れ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
と
北
宋
の
関
係
で
は
、

寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
東
大
寺
僧
・
奝
然
が
釈
迦
如
来
像
や
十
六
羅
漢
像
（
い

ず
れ
も
京
都
・
清
凉
寺
に
現
存
）
を
請
来
し
て
お
り
、
ま
た
鎌
倉
時
代
に
重
源
は

阿
育
王
山
舎
利
殿
の
た
め
に
「
周
防
国
御
材
木
」
を
寄
進
す
る
な
ど
密
接
な
交

流
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
舎
利
容
器
の
身
内
部
の
形
式
―
獣
脚
を
付
け
た
台
に
合
子
を

の
せ
る
―
は
、
韓
国
・
高
麗
期
（
十
一
〜
十
三
世
紀
）
の
青
銅
香
炉
と
も
近
い
。

例
え
ば
、
奉
業
寺
銘
の
青
銅
香
炉
や
蔚
山
霊
鷲
寺
跡
出
土
の
青
銅
香
炉
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
脚
付
き
の
台
に
鋺
形
の
火
炉
を
の
せ
る

形
式
で
あ
り
、
さ
ら
に
脚
は
三
本
で
あ
る
こ
と
も
本
舎
利
容
器
に
通
ず
る
特
徴

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
蓮
華
形
銀
器
が
わ
が
国
へ
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
や
具
体
的
な
時

期
、
関
係
し
た
人
物
に
つ
い
て
の
考
察
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
想
像
を
逞
し

図15 各蓮弁の拡大

①蓮華形銀器②銀椁③�金蓮花宝子柄香炉
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く
す
れ
ば
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
関
係
の
な
か
で
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）
国
宝
指
定
名
称
は
「
金
銅
透
彫
舎
利
塔
」
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
般
的
な
呼
称

で
あ
る
「
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
」
と
呼
ぶ
。

（
2
）
「
燈
籠
形
」
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
関
根
俊
一
氏
は
釈
迦
に
叶
う
仏
舎
利
を
納

置
す
る
も
の
と
し
て
仏
堂
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

表
現
上
適
切
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
関
根
俊
一
「
南
都
に
お
け
る
中
世
舎

利
荘
厳
具
の
展
開
（
二
）」（『
佛
敎
藝
術
』
二
〇
四
、
一
九
九
二
年
九
月
、
毎
日
新

聞
社
）
一
〇
四
頁
、
注
59
参
照
。

（
3
）
注
2
関
根
氏
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
守
田
公
夫
「
西
大
寺
の
舎
利
塔
」（『
大
和
文

華
』
二
〇
、
一
九
五
六
年
六
月
）、
岡
崎
譲
治
「
西
大
寺
の
金
工
品
」（『
佛
敎
藝

術
』
六
二
、
一
九
六
六
年
十
月
、
毎
日
新
聞
社
）、
岡
田
譲
「
叡
尊
と
西
大
寺
の
工

芸
」（
『
奈
良
の
寺
』
二
一
、
一
九
七
四
年
十
一
月
、
岩
波
書
店
）、
酒
井
元
樹
「
西

大
寺
所
蔵
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
一
七
〇
、
二
〇
一
一
年

三
月
、
美
術
史
学
会
）
な
ど
。

（
4
）
注
2
関
根
氏
前
掲
論
文

九
七
頁
、
注
3
酒
井
氏
前
掲
論
文

一
六
六
〜
七
頁
。

（
5
）
注
2
関
根
氏
前
掲
論
文

九
七
頁
。

（
6
）
鈴
木
友
也
「
金
銅
透
彫
舎
利
塔
」
作
品
解
説
（
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
六

工
芸

品
Ⅰ
、
一
九
八
四
年
十
二
月
、
毎
日
新
聞
社
）
一
六
四
頁
、
内
藤
栄
「
金
銅
透
彫

舎
利
容
器
」
作
品
解
説
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
舎
利
と
宝
珠
―
釈
迦
を
慕
う

心
―
』、
二
〇
〇
一
年
七
月
）
二
二
七
頁
。

（
7
）
守
田
公
夫
氏
は
、
錫
製
と
指
摘
し
て
い
る
。
注
3
守
田
氏
前
掲
論
文

二
一
頁
。

（
8
）
注
2
関
根
氏
前
掲
論
文

九
七
頁
。

（
9
）
光
学
調
査
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
）
は
、
令
和
五
年
一
月
十
一
日
に
奈
良
国
立
博
物
館

光
学
調
査
室
に
て
実
施
し
た
。
撮
影
は
荒
木
臣
紀
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
が
行

い
、
画
像
は
安
藤
真
理
子
氏
（
同
）
が
作
成
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
取
扱
い
に
は
、

三
本
周
作
（
奈
良
国
立
博
物
館
）、
三
田
覚
之
（
同
）
の
各
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

撮
影
条
件
は
以
下
の
と
お
り
。

装
置
概
要

大
型
文
化
財
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
装
置
（
エ
ク
ス
ロ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
社
製
）

Ｘ
線
発
生
装
置
（
Ｙ
・
Ｃ
Ｔ
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
三
二
〇
）、
受
光
装
置
（
Ｘ
Ｒ
Ｄ
一

六
二
〇
）、
受
光

装
置
〜
Ｘ
線
発
生
装
置
間
距
離
約
一
六
三
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

撮
影
条
件

電
圧
三
二
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
、
電
流
二
・
〇
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
、
焦
点
寸
法
〇
・
四

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

Ｘ
線
受
光
時
間

五
五
〇
ミ
リ
秒
一
回
、
分
割
撮
影
枚
数
一
六
二
〇
枚

画
像
処
理
ソ
フ
ト

ボ
リ
ュ
ー
ム
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
製
Ｖ
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
マ
ッ
ク
ス
三
・
〇

（
10
）
法
量
は
、
光
学
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
計
測
し
た
。
計
測
に
当
た
っ
て
は

安
藤
真
理
子
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

（
11
）
作
品
名
称
は
『
中
国
美
術
全
集
』（
金
銀
器
玻
璃
器
一
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
黄

山
書
社
）
に
従
っ
た
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
冉
万
里
『
唐
代
金
銀
器
文
様
の
考
古
学
的
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
五
月
、
雄
山
閣
）

二
五
二
〜
三
頁
。

（
14
）
奥
健
夫
「
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
」（『
日
本
の
美
術
』
五
一
三
、
至
文
堂
）
六
七
〜

八
頁
。

（
15
）
注
3
岡
崎
氏
前
掲
論
文

一
一
六
〜
七
頁
、
注
3
岡
田
氏
前
掲
論
文

十
〜
十
一

頁
、
注
3
酒
井
氏
前
掲
論
文

一
六
六
〜
一
七
二
、
一
七
六
頁
。

（
16
）
注
3
酒
井
氏
前
掲
論
文
。

（
17
）
加
島
勝
「
柄
香
炉
と
水
瓶
」（『
日
本
の
美
術
』
五
四
〇
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
ぎ

ょ
う
せ
い
）
五
〇
〜
五
一
頁
。

﹇
挿
図
出
典
﹈

口
絵
1
・
図
1
・
10：

奈
良
国
立
博
物
館

図
2
〜
7：

荒
木
臣
紀
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
撮
影
、
安
藤
真
理
子
氏
（
同
）
作
成

図
8
・
15－

①：

筆
者
撮
影

図
11
〜
14
・
15－

②
・
③：

三
田
覚
之
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
撮
影

﹇
謝
辞
﹈

本
稿
は
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
し
た
特
別
展
「
大
安
寺

―
天
平
の
み
ほ
と
け
と
祈
り
―
」
の
事
前
調
査
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
調
査

9 ���� 25 (2023)
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成
果
を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
も
の
で
す
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
西
大
寺
よ
り
多
大
な
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
文
中
の
挿
図
に
関
し
て
は
、
西
大
寺
、
南
京
市
博
物
館

に
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
光
学
調
査
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮

影
）
で
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
の
荒
木
臣
紀
氏
、
安
藤
真
理
子
氏
、
三
本
周
作
氏
、

三
田
覚
之
氏
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
と
う

あ
き
ひ
と
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
研
究
員
）
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
五
号

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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